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迫
　新田中生徒による「歓喜に寄すを歌う会」は、新田中学校
体育館で開かれました。
　今年で26回目を迎えたこの会。生徒たちは「登米市市民
歌」などを合唱し、会場に澄んだ歌声を響き渡らせました。
　また、キャンドルやイルミネーションの明かりの中で生
徒代表が「ベートーベンと第九」「歓喜に寄す」を朗読。終わ
りに「歓喜の歌」「ふるさと」を合唱し、会場に訪れた保護者
や地域住民は静かに聞き入っていました。

登米
　登米幼稚園の園児たちは特別養護老人ホーム光風園（及
川公

こう

子
こ

施設長）を訪れ、施設入所者と交流を深めました。
　この事業は、地域内での異世代交流を目的に毎年実施。
園児たちは入所者に、クリスマスの歌や踊りを披露しまし
た。また、園児と入所者が一緒に楽しむ風船ゲームは大いに
盛り上がり、園内には笑い声が響き渡りました。最後に入所
者たちが「また遊びに来てね」と、園児たちにプレゼントを
渡すと「また来るね」と再会を誓いました。

東和
　「ジュニアリーダー育成教室クリスマス会」は、米川公民
館で開催されました。当日は、東和ジュニアリーダーサー
クル「クルッくる」のメンバーたちが、町内3小学校の児童
23人にゲームやダンスを指導し、みんなで楽しみました。
　楽しんだ後は、スパゲティやみんなでデコレーションし
たケーキを食べながら交流を深めました。参加した児童た
ちは「ダンスやゲームをしたり、プレゼントをもらったりし
て楽しかった」と話していました。

中田
　学校支援ボランティアによる学校図書室環境整備は、宝
江小学校（佐藤建

たて

雄
お

校長）で行われました。
　これは、学校・地域教育力向上対策事業の一環として市教
育委員会が実施。今回は、読みたいものをすぐに検索できる
よう登録したり、破損したものを修理したりするなど、本
に親しみやすい環境に向けて作業をしました。支援ボラン
ティアの皆さんは「子どもたちには、本をたくさん読んで、
心豊かに育ってもらいたいです」と話していました。

豊里
　豊里町子ども会育成会連合会主催（遠藤たえ子

こ

会長）の
「第22回少年少女ドッヂビー大会」は、豊里公民館で開催さ
れました。大会は、10地区から19チーム小学生140人が参
加し、熱戦を繰り広げました。
　ドッヂビーのルールはドッジボールとほぼ同じ。柔らか
いディスクを使うので、高い安全性が特徴の競技です。子ど
もたちは、ディスクの扱いに戸惑い気味でしたが、徐々に慣
れていき楽しくプレーしました。

石越
　昔ながらのきねと臼でつく「石越幼稚園餅つき会」は、同
園園庭で開催されました。これは、地域の人たちが子どもた
ちに餅つき体験と、つきたてを食べてもらいたいという思
いから開催されたもの。
　園庭には、園児たちの元気な「よいしょ」という掛け声が
響き渡りました。自分たちがついた餅の味は格別で、おかわ
りをして食べていました。地域の人たちとの触れ合いとお
餅で、気持ちもお腹も大満足の１日となりました。

津山
　津山地区防犯指導隊による「年末防犯特別警戒運動」は、
登米警察署協力のもと実施されました。
　これは、毎年12月1日から翌年1月7日まで実施している
「年末年始における地域安全運動」の一環として実施され、
防犯指導隊員らが津山地区にある南三陸町仮設住宅を戸別
訪問。振り込め詐欺や空き巣などの犯罪被害に遭わないよ
う、チラシを配布しながら年末年始の防犯強化を呼び掛け
ました。

米山
　県ジュニアメジャー大会の決勝戦は、仙台市民球場で開
かれ、中津山ブレーブスが悲願の初優勝を果たしました。
　この大会は、県下約100チームが参加。3月下旬からリー
グ戦が開始、上位32チームが決勝トーナメントで優勝を競
いました。選手たちは、苦しい戦いの中で一戦一戦たくまし
さを増し、王者の座を勝ち取りました。コーチの阿部浩

ひろ

也
や

さんは「新たなページを刻んでくれた。17人の選手たちは
私たちの誇りです」と選手を称えました。

南方
　南方中央地区コミュニティ推進協議会主催の「第１回な
ごみ♡サロン」は、南方公民館で開催されました。女性役員
が中心となり企画した初めての「女性向け事業」は「忙しい
日々を過ごす女性たちに少しでも癒やしを」がコンセプト。
　テーブルごとにケーキ作りを楽しみ、和やかに会食をし
ながら、マンドリン演奏や心に響く歌の数々を楽しみまし
た。最後にはかわいいトナカイやサンタが登場し、参加者全
員にクリスマスプレゼントが贈られました。
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